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観光で地域の元気を取り戻そう 
 
 

帆船「みらいへ」の寄港とＳＴＵ４８による発信 

 

平成３０年７月豪雨により中国地方各地に大きな被害が発生し、特に瀬戸内沿岸の市町では住宅街や交通

網への被害により、多くの方が不自由な生活を長期間おくらざるを

得なくなりました。一方観光地、観光施設はほとんどが大きな被害

が無かったものの、風評や自粛ムードなどでキャンセルや来訪者の

大幅減少などが相次ぎ、厳しい状況が続いています。 

中国運輸局では、海事局、（一社）グローバル人材育成推進機構と

協力し、機構所有の帆船「みらいへ」による被災地支援を計画し、

機構主催の「せとうち元気プロジェクト」として、被災地の住民を

元気づけ、帆船と瀬戸内海の魅力を発信することで地域の活性化に

つなげることを目的に取り組みました。 

私たちは今回観光客源の実態が報道される瀬戸内沿岸の市町に声をかけ、受入可能であった尾道市、竹原

市、呉市の各港を帆船が訪問し、船内一般公開や瀬戸内海の島々を巡る体験航海などのイベントを実施する

もので、尾道市は８月３１日～９月２日、竹原市が７日～９日、そして呉が１５日～１６日に入港し、それ

ぞれでイベントを実施しました。 

 尾道市では一般公開に雨天の中 1,600 名以上の方が船を訪れ、夜間ライトアップされた帆船が市民のＳ

ＮＳ等で発進されるなど、注目され、翌日の体験航海へも多くの方が乗船されました。当局尾道海事事務所

が入港セレモニーへの出席や、観光などのパンフレット配布、イベントへの協力を行いました。 

 

 翌週の竹原市へは尾道港からウサギの島の大久野島を経由して竹原港へ入港し、地元小学生の和太鼓演奏

に迎えられながら入港セレモニーを実施しました。イベントはまたも雨に悩まされ、体験航海は中止せざる

を得ませんでした。竹原市は呉線の不通が続いていますが、広島からの高速バスかＪＲ代行バスで十分訪れ

ることができます。また大久野島へは三原からの高速船「ラビットライン」（週末運行）でも行くことができ

ます。 

帆船「みらいへ」 

尾道港入港セレモニ

ー 

尾道海事事務所・パンフレット配布 尾道海事事務所・パンフレット配布 尾道海事事務所・パンフレット配布 9／1船内一般公開 

竹原港入港セレモニ

ー 

竹原港入港セレモニ

ー 

竹原港入港セレモニ

ー 

 

小学生和太鼓による歓迎 大久野島のウサギ 
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 ９月１５日の呉市は、瀬戸内を中心に活動するＡＫＢグループの一つＳＴＵ４８（国土交通省の「Ｃ to 

sea プロジェクト」アンバサダーに任命されている。）の協力を得て、呉市、呉地域観光連絡協議会とも連

携し、「呉地域に来てクレ！観光ＰＲプロジェクト」として呉地域の観光を発信することを目的に盛大に実施

し、当日は多くのファンや市民、観光客が呉港周辺に集まりました。９月９日から呉線の坂駅～広駅間が復

旧し、広島から呉へのアクセスが回復しまし

た。イベントに参加した市民も「これから呉

に多くの人が訪れてくれるとうれしい」とイ

ンタビューに答えていました。 

 

 

観光部では、今後もこのようなイベントを通じて

豪雨災害の風評被害を払拭し、観光客の誘客促進を

図るための取り組みを進めていきます。 

 

呉のスイーツ・甘酒ソフトクリーム 呉のスイーツ・甘酒ソフトクリーム 

アレイからすこじまの潜水艦隊の前で アレイからすこじまの潜水艦隊の前で 

大和ミュージアムで呉のゆるキャラ「呉氏」と 

多くの市民・観光客が「みらいへ」の一般公開に 

呉港入港セレモニー 

 


